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床の変形特性と日常の安全性，快適性に関する諸性能の関係

1. はじめに

2. 性能値の測定

Shaft

Height adjustment handleHorse

Electromagnet

Safety pawl

Mass(40kg）

Rubber spring
Load transducer

Loading plateSample floor

Displacement transducer

Support arm of 
displacement transducer
(supported from fixed point)

Backing plate

Variable Variable

V
a
r
i
a
b
l
e

0.0 0.5
0.0D

e
f
o
r
m
a
t
i
o
n

(
m
m
)

Time(s)

0

100

50

L
o
a
d
(
k
g
f
)

2.5

5.0

DR

TR

100

75

0

25

50

L
o
a
d
(
k
g
f
)

2.5 5.00.0
Deformation(mm)

:Deformation energy UF

'

'

'

point M : the time when deformation reaches maximum
point R : the time when deformation recovery reaches maximum
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①歩行時のかたさ

T’=log(UF’－8・DR’･DR’/TR’)
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②歩行時の足触り

DF = {((RD40－RD50)/10)/(MD0－ RD40)}－0.011
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③足裏以外が床と接触する
動作時のかたさ

DC = 40Dst0－ 40Dst40
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④転倒衝突時のかたさ

GS : 最大落下加速度

⑥歩行による衝撃音遮断性
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⑤と同様の方法で荷重の低減量LW’ を測定した。
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3. 性能値と変形特性の関係
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①床のかたさ: T’
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②-1 足触り : DF1

0.0 5.0 10.0 15.0
0.0

4.0

8.0

12.0

r ＝0.970
DF 2＝0.808･DF 2

*

D
F
 2
(
m
m
)

*DF 2(mm)

:Wooden floor
:Tatami
:PVC sheet or tile
:Carpet

DF 2
*=40Dst0－30Dst40

40 50 100 150 200
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

0

Distance from center of loading area(mm)

D
e
f
o
r
m
a
t
i
o
n
(
m
m
)

②-2 足触り : DF2

③床のかたさ: DC
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④床のかたさ: GS
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⑤衝撃音遮断性: LL’
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⑥衝撃音遮断性: LW’

DC =40Dst0－40Dst40

※ DC は直接抽出可能
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⑤軽量床衝撃音遮断性
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床には多様な性能が要求され、各性能についてそれぞれ性能評価方法が確立されている。性能

評価方法は、あらゆる材料・構法の床を一律に評価，比較できるよう、性能が発揮される実条件を

模擬した複雑な試験装置を用いるものである。この評価方法は、建築物の床を設計，選択する立

場には有効である一方、床材を開発する立場にとっては、複数の性能についてそれぞれ測定して

比較する必要があるため非常に煩雑である。

そこで、特定の物性値を用いて複数の性能を予測できれば開発者にとって有効となるが、物性値

と性能値の関係は床の材料・構法によって複雑に変化するため難しい。

本研究は、床の材料・構法を限定することで物性値と性能値の関係を明らかにし、床材開発者に

とって有用な知見を提示することを目的とする。対象とする材料・構法は【直貼り床】とし、対象とす

る性能は、床の変形特性が影響する諸性能とした。すなわち、直貼り床を対象に、床の変形特性

と諸性能の関係について検討する。
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性能評価方法の適用範囲

本研究の範囲

軽量床衝撃音遮断性を表す性能値LL は、標準コンクリートスラブ上で

タッピングマシンを用いて加振し、下階の受音室で音圧レベルを測定す

る方法で導出される(JIS A 1418-1)。このLLには、標準コンクリートスラブ

や受音室の音響特性の影響が含まれている。

そこで本研究では、これらの要因を排除し、仕上げ材だけの影響を抽出

するため、床下地に伝搬する加振力の低減量をもってLLを代替すること

とした。

剛と見なせるフォースプレートを直接タッピング

マシンで加振した際と、仕上げ材を設置して加振

した際の荷重を測定し、仕上げ材の有無による

差を荷重の低減量LL’(dB)として算出した。LL が

判明している床材を対象にLLとLL’の対応を確認

し、おおむね代替可能であることが分かった。

変形特性の測定は、既存の装置を用いた方が

簡便であることから、③の装置をそのまま用いる

こととした。本装置を用いて、40kgfまで5kgfごと

に載荷した際の載荷面および載荷面中心から

200mm程度の範囲までの変形を測定した。

Lkgf載荷時の、載荷面中心からxmmの位置での

変形をLDstxと定義する。

結論
直貼り床を対象に、各性能ごとに、どの範囲のどの荷重領域の変形が影響するかを明

らかにした。

本研究の成果は、これまで両立不可能と考えられてきた複数の性能をバランスよく満た

す床の開発の際に有効な知見として活用されるものである。
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